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る
た
め
、
慎
重
に
検
討
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
ま
で
自
家
用
車

を
使
用
さ
れ
て
い
た
人
が
、
路
線
バ
ス
を

利
用
さ
れ
る
際
、
不
便
と
感
じ
る
こ
と
は

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
市
が
運
行
す
る

バ
ス
路
線
に
関
し
て
そ
の
運
行
経
費
の
多

く
は
市
の
財
政
負
担
が
伴
い
ま
す
の
で
、

需
要
や
地
域
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を

考
慮
し
て
運
行
経
路
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
バ
ス
路
線
の

経
路
、
ダ
イ
ヤ
、
運
賃
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
そ
の
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

防
災
備
蓄
品
に
つ
い
て

防
災
備
蓄
品
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か

教
え
て
ほ
し
い
。

県
が
発
表
し
た
地
震
被
害
想
定
調
査

に
よ
り
、
避
難
者
数
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
市

が
備
え
て
い
る
備
蓄
品
は
食
料
２
万
３
０

０
０
食
、
飲
料
水
３
６
０
０
ℓ
で
す
。
そ

の
他
に
毛
布
、
設
置
型
ト
イ
レ
、
ポ
ケ
ッ

ト
ト
イ
レ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
紙

お
む
つ
や
粉
ミ
ル
ク
な
ど
が
備
え
て
あ
り
、

い
ず
れ
も
使
用
で
き
る
状
態
を
維
持
す
る

た
め
適
宜
更
新
し
て
い
る
状
況
で
す
。
備

蓄
量
に
関
し
て
は
、
市
で
備
蓄
計
画
を
新

た
に
策
定
す
る
中
で
最
低
限
度
と
し
て
い

る
備
蓄
量
を
引
き
上
げ
た
り
、
民
間
業
者

と
災
害
協
定
を
結
ぶ
な
ど
し
、
災
害
時
の

供
給
に
支
障
が
無
い
よ
う
準
備
し
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て

藤
岡
市
に
働
く
場
所
の
確
保
な
ど
を

し
て
ほ
し
い
。

働
く
場
所
に
つ
い
て
は
、
企
業
誘
致

と
し
て
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
西
産
業
団
地

を
令
和
２
年
度
に
分
譲
予
定
で
県
企
業
局

と
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
部
工
業
団

地
第
２
期
も
販
売
を
開
始
し
、
申
し
込
み

や
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
ま
す
。
他
に

生
は
話
す
こ
と
、
聞
く
こ
と
を
中
心
に
学

習
し
、
５
・
６
年
生
は
話
す
こ
と
、
聞
く

こ
と
に
加
え
て
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
を

学
習
し
て
い
て
、
自
分
の
考
え
や
気
持
ち

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
の
一
環
と
し

て
中
学
校
の
英
語
教
員
が
小
学
校
に
出
向

い
て
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
も
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
か
ら
は
先
行
し

て
始
め
た
英
語
教
育
の
授
業
時
間
が
３
・

４
年
生
は
年
間
35
時
間
、
５
・
６
年
生
は

年
間
70
時
間
と
な
り
ま
す
。

　

バ
ス
路
線
に
つ
い
て

高
齢
者
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
免
許
証
を
返
納
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
が
、
車
が
な
い
と
買
い
物
な

ど
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
バ

ス
路
線
な
ど
の
変
更
を
お
願
い
し
た
い
。

市
内
循
環
線
の
経
路
拡
充
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
区
か
ら
も
要
望
が
あ

り
ま
す
。
現
在
、
群
馬
藤
岡
駅
を
起
点
に

市
内
を
１
周
約
１
時
間
、
市
街
地
の
主
要

な
公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
を
運
行
す
る
ル
ー

ト
設
定
で
利
便
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

拡
充
す
る
場
合
、
運
行
時
間
の
増
加
に
よ

る
利
便
性
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
り
、ま
た
、

路
線
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
１
路
線
の

運
行
に
は
約
１
０
０
０
万
円
の
経
費
が

か
か
り
、
バ
ス
車
両
の
購
入
も
必
要
と
な

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

英
語
教
育
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
実
施
の
中
で
、
小
学

校
に
英
語
教
育
を
導
入
し
て
い
る
が
、
現

在
の
状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

令
和
２
年
度
か
ら
新
し
い
指
導
要
領

に
な
り
英
語
が
必
修
科
目
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
先
行
し
、
市
で
は
平
成
27
年
度
か

ら
小
学
校
で
の
英
語
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
度
は
１
年
生
で
年
間
14
時

間
、
２
年
生
で
年
間
15
時
間
、
３
・
４
年

生
で
年
間
25
時
間
、
５
・
６
年
生
で
年
間

50
時
間
を
英
語
お
よ
び
英
語
活
動
と
し
て

学
習
し
て
い
ま
す
。
１
・
２
年
生
は
外
国

語
指
導
助
手
で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
担
任
の
２

人
で
の
会
話
や
歌
を
見
て
、
聞
い
て
、
ま

ね
を
し
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
３
・
４
年

　

花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り

　

２
０
２
０
in
藤
岡
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
の
計
画
を
教
え
て
ほ
し
い
。

令
和
２
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

第
４
回
の
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
４
月

27
日
㈯
か
ら
５
月
19
日
㈰
の
23
日
間
で
行

わ
れ
た
県
内
初
の
大
型
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の

反
省
点
を
踏
ま
え
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
係
る

テ
ー
マ
や
会
場
な
ど
に
つ
い
て
承
認
を
得

ま
し
た
。
ま
た
、
本
イ
ベ
ン
ト
は
県
と
共

催
し
ま
す
の
で
、
県
の
推
進
協
議
会
幹
事

会
で
市
か
ら
提
案
し
、
承
認
を
得
る
流
れ

と
な
っ
て
お
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に

つ
い
て
も
早
い
段
階
で
決
定
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
予
定
は
、
令
和

２
年
４
月
25
日
㈯
か
ら
５
月
24
日
㈰
ま
で

の
30
日
間
で
、
４
月
25
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
会
場
は
今
年
同
様
メ
ー

ン
会
場
の
ふ
じ
の
咲
く
丘
と
し
、
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
の
ら
ら
ん
藤
岡
、
中
央
公
園
、

旧
鬼
石
町
中
心
市
街
地
、
お
も
て
な
し
会

場
の
市
中
心
市
街
地
な
ど
市
内
全
域
で
花

飾
り
を
行
う
予
定
で
す
。
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

以
上
に
多
く
の
市
民
の
皆
様
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
と
共
に
、
街
中
の
花
飾
り
や
遊

休
地
へ
の
種
ま
き
な
ど
を
行
い
、
花
い
っ

ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い

まちづくり懇談会
期　　日 会　　場 参加者
５月29日㈬ 鬼石公民館 49人
５月30日㈭ 日野公民館 36人
６月４日㈫ 平井公民館 33人
６月６日㈭ 美九里公民館 44人
６月26日㈬ 美土里公民館 63人
６月27日㈭ 小野公民館 53人
７月２日㈫ 神流公民館 49人
７月４日㈭ 藤岡公民館 62人

合　　計 389人

市民と市長の意見交換市民と市長の意見交換

も
東
平
井
工
業
団
地
第
２
期
に
つ
い
て
地

権
者
と
開
発
に
向
け
意
見
交
換
を
し
て
い

ま
す
。
工
業
団
地
に
優
良
企
業
を
呼
び
込

む
こ
と
で
市
民
の
働
く
場
所
の
確
保
が
で

き
、
ま
た
市
外
、
県
外
か
ら
も
人
が
来
て
、

市
が
活
性
化
す
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
は
本
紙
で
紹
介

し
た
ほ
か
、
子
育
て
支
援
、
空
き
家
対
策
、

花
火
大
会
、
太
陽
光
発
電
、
鳥
獣
問
題
、

耕
作
放
棄
地
、
公
民
館
改
修
な
ど
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
や
質
疑
応
答
は
、

各
地
区
公
民
館
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
な
質
疑
と
応
答

　５月29日㈬から７月４日㈭まで、各地区８会場において市民と市長の直接対話を目的とし
たまちづくり懇談会を開催しました。市民389人が参加し、「令和元年度主要施策について」
をテーマとした説明と質疑応答を行いました。

問い合わせ　地域づくり課（☎402211）
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